
〒492-8521 愛知県稲沢市稲葉2-9-17　TEL：0587-32-5169
http://www.ai-bunkyo.ac.jp/お問い合わせ

生活文化学科 生活文化専攻
情報医療コース、情報ビジネスコース

生活文化学科
食物栄養専攻

 幼児教育学科 第1部 第3部
文教女子だけの新しい取り組みのご紹介や各学科・専攻・
コースの特色などはもちろん、学びのきっかけになる楽し
い模擬体験授業、毎日のキャンパスライフに欠かせない
美味しいランチ体験など、たくさんご用意しています。
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オープンキャンパス2019

10：00～14：00 
（受付9：30～）

3/21木㊗ 【プログラム】＊予定
・学科説明会 ・模擬授業
・ランチ体験 ・寮見学
・個別入試相談
・保護者向け説明会

文教女子だけの新しい取り組みのご紹介や各学科・専攻・

第1回

お
問
い
合
わ
せ

〒504-8511
岐阜県各務原市那加桐野町5-68
TEL  058-389-2200（代表）
薔 0120-373-072（入試広報部）
URL http://www.tokaigakuin-u.ac.jp

東海学院大学・東海学院大学短期大学部

充実した奨学金制度

国家資格取得者が社会へ巣立っていきました。
・言語聴覚士（5名） ・救急救命士（6名） ・臨床工学技士（1名） ・精神保健福祉士（2名）
・臨床検査技師（7名） ・管理栄養士（6名） ・介護福祉士（4名） ・社会福祉士（6名）

人間関係学部
　心理学科
　子ども発達学科

幼児教育学科
 　2年制
 　3年LaLa 履修制度

東海学院大学 東海学院大学短期大学部
健康福祉学部
　管理栄養学科
　総合福祉学科

大学院
　人間関係学研究科

受け継がれる、
凛とした、しなやかさ。

特別優遇奨学生
一般入試
センター試験利用入試
＊合格者で評定平均値3.5以上対象

　  大学…学費年間54万円（2年間）
　  短大…学費年間45万円（1年間）
　  3年LaLa…学費年間29万円（2年間）
＊審査の上、継続可

減
免
後

〒590-0496 大阪府泉南郡熊取町朝代台1-1
TEL  072-453-7070（入試・広報部）
URL https://www.ouhs.jp/

お問い
合わせ

体育学部
■スポーツ教育学科 コーチ教育コース
 体育科教育コース
 スポーツ心理・カウンセリングコース
■健康・スポーツマネジメント学科
 スポーツマネジメントコース
 アスレティックトレーニングコース
 健康スポーツコース

教育学部
■教育学科 小学校教育コース
 保健体育教育コース

2020年度から
新入試制度、始動

〒564-8511 大阪府吹田市岸部南2-36-1　TEL 06-6381-8434（代表）　URL https：//www.osaka-gu.ac.jpお問い合わせ・資料請求

資料請求は本学ウェブサイトから

検 索大阪学院大学

6/16日 7/20土 7/27土 
7/28日 8/18日 9/ 8 日

2019

事前予約不要・入退場自由（受付  ）

＊要予約7/20土・28日・8/18日 無料送迎バス運行
［鳥取・島根・岡山・香川・高知・徳島・淡路島・石川・福井・滋賀・和歌山］

大学新聞社　〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24　TEL ▼03-5925-1668　E-mail ▼ info@daigakushinbun.com

大学の変化に気づいていますか。

大學新聞

・定期購読受付中

■平成31年度入学試験日程

入試種別 出願期間 試験日 合格発表

大学入試センター試験
利用入学試験Ⅲ期 3/11（月）～3/22（金） 個別試験なし 3/28（木）

AO入試Ⅴ期 3/11（月）～3/29（金）＊ 随時 随時
＊エントリーシート申込期間

お問い
合せ先

所在地  〒840-8550 佐賀市本庄町本庄1313
電　話  0952-23-5145（代表）
U R L  http://www.asahigakuen.ac.jp/sajotan/
E-mail  nyushi@asahigakuen.ac.jp佐賀女子短期大学

■地域みらい学科
　食とヘルスマネジメントコース
　福祉とソーシャルケアコース
　健康とホスピタリティコース
　グローバル共生コース

■こども未来学科
　こども保育コース
　こども教育コース

佐賀から世界へ

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
甲
子
園

「
起
業
教
育
」へ
の
挑
戦

大
阪
商
業
大
学

独占インタビュー
　
流
通
科
学
大
学
（
神
戸
市
）
は

2
月
13
〜
15
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
「
第
53
回
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー

2
0
1
9
」に
参
加
・
出
展
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
（
本
部
東

京
・
千
代
田
区
）
を
主
催
と
し
て

幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
）
で
行
わ

れ
た
も
の
。
全
国
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
小

ー
本
甲
子
園
の
開
催
趣
旨
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
文
部
科
学
省
が
新
学
習
指
導
要

領
で
提
唱
し
て
い
る
「
三
つ
の

力
」
な
ど
の
概
念
と
並
行
し
て
、

現
代
で
は
新
し
い
時
代
を
切
り
拓

い
て
い
く
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
本
学
は
起

業
家
精
神
と
起
業
家
的
資
質
・
能

力
を
も
つ
人
材
を
育
成
す
る
「
起

業
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
高
大
接
続
教
育
と
し
て

も
、「
起
業
教
育
研
究
会
」
で
の

本
学
教
員
と
高
等
学
校
教
員
に
よ

り
起
業
教
育
の
方
法
論
に
つ
い
て

の
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
そ
う
し
た
活
動
を
展
開
す
る
中

で
、
平
成
14
年
よ
り
「
ビ
ジ
ネ
ス

ア
イ
デ
ィ
ア
甲
子
園
」
が
企
画
・

開
催
に
至
り
ま
し
た
。
高
校
生
に

は
、
社
会
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
能
力
を
養
成
す
る
だ
け
で
な

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
す
と
い
う

視
点
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
審
査
基
準
と
受
賞
作
品
の
ポ

イ
ン
ト
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
審
査
基
準
は
ア
イ
デ
ィ
ア
の
新

規
性
や
着
眼
点
に
加
え
て
、「
実

現
し
て
収
益
に
つ
な
げ
ら
れ
る

か
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
視
点

も
評
価
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
審

査
員
へ
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

九
州
産
業
大
学
付
属
九
州
高
等
学

校
（
福
岡
市
）
2
年
生
の
チ
ー
ム

「
ハ
ナ
花
」
は
、
傘
の
柄
に
つ
け

る
布
製
の
花
の
目
印
を
作
る
キ
ッ

ト
の
商
品
化
を
提
案
し
て
い
ま

す
。「
傘
の
取
り
違
え
を
防
止
す

る
」
と
い
う
課
題
か
ら
始
ま
り
、

楽
し
み
な
が
ら
物
づ
く
り
が
で
き

る
点
や
装
飾
し
た
傘
で
傘
立
て
を

整
頓
す
れ
ば
、
喜
び
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
、

幼
児
の
情
操
教
育
に
も
活
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
提
案
な
ど
が

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

ー
貴
学
の
「
起
業
」
に
対
す
る

意
識
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
学
は
、
起
業
教
育
を
特
色
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す

が
、
必
ず
し
も
「
起
業
」
を
ゴ
ー

ル
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
甲
子
園
の
参
加
者
や
本

学
の
学
生
に
は
、
社
会
を
良
く
し

た
い
心
を
持
つ
人
へ
と
成
長
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
は
「
ア
ン
ト
レ
ラ
ボ
」
と
呼
ば

れ
る
施
設
を
設
置
し
て
お
り
、
在

学
生
と
教
員
が
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
な

ど
を
通
し
て
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。
本
学
の
学
生
か
ら
起
業
に
挑

戦
す
る
人
が
現
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
も
一
つ
の
成

果
な
の
で
し
ょ
う
。

ー
今
後
、
甲
子
園
に
参
加
す
る

高
校
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
世
の
中
を
便
利
に
す
る
道
具
や

仕
組
み
が
あ
る
一
方
で
、
少
子
高

齢
化
や
医
療
な
ど
、
い
ま
だ
誰
も

解
決
で
き
て
い
な
い
問
題
も
、
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
課

題
を
「
仕
方
が
な
い
」
で
済
ま
せ

る
の
で
は
な
く
、
解
決
し
よ
う
と

挑
戦
す
る
意
欲
の
あ
る
高
校
生
へ

成
長
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
未
来

を
担
う
高
校
生
と
し
て
、
柔
軟
な

考
え
で
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

売
・
流
通
業
界
に
最
新
情
報
を
発

信
す
る
商
談
展
示
会
と
し
て
、
今

回
は
出
店
者
数
2
1
7
6
社
・
団

体
、
3
5
6
8
小
間
の
規
模
で
開

催
さ
れ
た
。

　
同
大
の
学
生
は
、
平
成
23
年
よ

り
毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
お
り
、
今
年
度
も
「
起
業
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継
者
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
受
講
す
る
有
志
学

生
ら
が
参
加
し
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
展
示
で
は

同
大
の
「
夢
の
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
4
年
間
を
「
探
す
・
育
て

る
・
咲
か
せ
る
」
の
3
ス
テ
ッ
プ

に
見
立
て
た
内
容
を
中
心
に
、
企

業
・
自
治
体
と
連
携
し
た
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
。
学
生
が
現
役

の
経
営
者
か
ら
出
資
を
募
る

「Startup Judgem
ent

〜
流
科
大
版
マ
ネ
ー
の
虎
」
に
つ

い
て
も
報
告
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
人
間
社
会
学
部
人
間

社
会
学
科
2
年
生
・
丸
山
い
つ
季

さ
ん
（
園
田
学
園
高
等
学
校
出

身
）
は
、
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

「Startup Judgem
ent

」
の

受
講
生
。
企
画
を
通
し
て
現
役
の

経
営
者
か
ら
出
資
を
獲
得
し
、
1

月
よ
り
学
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「RYUKA

 DIN
IN
G

」
1
階

に
、
本
格
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
を

提
供
す
る
カ
フ
ェ
「cup of 

talk

」
を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

注
文
を
受
け
て
か
ら
一
人
分
ず
つ

豆
を
挽
き
、
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で

提
供
さ
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
は
香
り
も

豊
か
。
好
み
の
味
わ
い
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
て
、
お
す
す
め
の
ブ
レ
ン

ド
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
カ
フ

ェ
で
も
盛
況
と
い
う
コ
ー
ヒ
ー
の

試
飲
を
実
施
。
同
大
の
ブ
ー
ス
に

は
多
く
の
来
場
者
が
集
ま
り
、
ポ

　「人間をつくる 体をつくる 
学問をきわめる」を建学の理念
とし、医療福祉と健康科学を統
合した学びを展開する川崎医療
福祉大学（岡山県倉敷市）。同
大の医療福祉マネジメント学部
医療福祉デザイン学科は、医療
福祉分野において、デザインの
センスとスキルを応用して主体
的に価値創造と問題解決ができ
る人材を養成している。
　同学科の学生有志は、メディ
カルイラストレーション研究会
を立ち上げ、授業以外でも知識
の深化、技術の研鑽に励んでい
る。メディカルイラストレーシ
ョンとは、臓器や骨格、術式と
いった医学・医療の情報を視覚
的に正しく、分かりやすく伝え
るイラストレーションのこと
で、医学・医療とアート双方の
知識と技術が求められる。
 平成 30 年 12 月 2 日には、
東京工科大学蒲田キャンパス

　「大学生まちづくりチャレン
ジ事業」の報告会が 2月 17 日
に執り行われ、就実短期大学（岡
山市）SCO同好会に所属する
生活実践科学科 2年生・伊藤夢
砂さんおよび 1年生・奥田かえ
でさん、小川由稀菜さん、就実
大学教育学部教育心理学科1年
生・篠原杏さんの発表が準グラ
ンプリを受賞した。
　大学生まちづくりチャレンジ
事業は、岡山市役所が主催し、
平成 29 年度から実施。大学生
が地域や企業、NPO等と協働
して取り組む活動に対して補助
金を交付している。
　SCO同好会は、地域の課題
として、消費者被害やトラブル
額に着目。平成 29 年度は岡山
市の消費生活相談状況が急増し
ていることや地域の要請を受
け、消費者教育による知識を体
験型で楽しく学べるイベント
「キッズタウン SHUJITSU」を

（東京都大
田区）で開
催 さ れ た
「第 3回 日
本メディカ
ルイラスト
レーション
学会」に作
品を出品し
た。
　出品した
メディカル
イラストレーション 8点は、1
月 25 日～ 3 月 28 日にかけて
川崎医科大学附属病院（岡山県
倉敷市）3階のギャラリーホリ
スティックで展示されている。
　医療福祉デザイン学科の学生
は、これまでに病院と連携した
プロジェクトなども実施してお
り、将来は医学の発展・教育へ
の貢献が期待されている。同学
科の学生有志が注力した作品展
に、ぜひ足を運びたい。

企画・開催した。
　伊藤さんたちは、参加企業や
団体を募集し、30 社と協働。
平成 30 年 9 月 16・17 日の開
催では、児童やボランティアな
どを合わせて400人以上が参加
し、子どもたちからは「税金の
仕組みがよく分かりました」な
どの声が寄せられた。
　SCO同好会の学生はイベン
トを総括して、「子どもたちに
社会に参画する意識を高めても
らうことができたと感じます」
と振り返り、今後の活動にも意
欲的な姿勢だ。

　
3
月
14
日
に
開
催
さ
れ
る
愛
知

県
主
催
の
「
あ
い
ち
観
光
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
、

椙
山
女
学
園
大
学
（
名
古
屋
市
）

現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部 

水
野

英
雄
准
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が

「
あ
い
ち
学
生
観
光
ま
ち
づ
く
り

ア
ワ
ー
ド
」
の
最
終
審
査
（
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）に
出
場
す
る
。

　
あ
い
ち
学
生
観
光
ま
ち
づ
く
り

ア
ワ
ー
ド
と
は
、
愛
知
の
観
光
振

興
を
目
的
と
し
た
斬
新
な
ア
イ
デ

ィ
ア
を
募
集
し
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
競
い
合
う
も
の
。
全
国
の
大

学
等
か
ら
多
数
の
応
募
が
寄
せ
ら

の
充
実
を
図
っ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
は
、
愛
知
の

本
物
の
魅
力
を
発
見
・
発
信
し
て

も
ら
う
た
め
、
ゲ
ス
ト
と
共
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う

ほ
か
、「
あ
い
ち
観
光
ま
ち
づ
く

り
サ
ロ
ン
」
で
は
、「
あ
い
ち
学

生
観
光
ま
ち
づ
く
り
ア
ワ
ー
ド
」

提
案
学
生
が
ブ
ー
ス
を
設
け
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
と
の
交
流
を

図
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。
地
域

観
光
事
業
者
等
が
学
生
の
提
案
に

対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
ほ

か
、
提
案
の
実
現
に
向
け
て
連
携

を
図
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
水
野
准
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
、
昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い

て
敢
闘
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
今

年
は
さ
ら
に
充
実
し
た
発
表
を
目

指
す
。
当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
今
か
ら
楽
し
み
だ
。

め
常
滑
周
辺
の
観
光
施
設
を
調

査
。
さ
ら
に
今
年
1
月
23
日
に
は

株
式
会
社
J
T
B 

海
外
仕
入
商

品
事
業
部
中
部
商
品
企
画
課
（
名

古
屋
市
）
を
訪
問
し
、
多
様
化
す

る
旅
行
商
品
が
ど
の
よ
う
に
企
画

さ
れ
る
か
を
学
び
、
ア
イ
デ
ィ
ア

れ
る
中
、
水
野
准
教
授
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
は
一
次
審
査
（
書
類
審
査
）

を
通
過
し
て
お
り
、
2
年
連
続
の

出
場
と
な
る
。

　
今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
同
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
は
「
愛
知
を
ア
ジ
ア
の

カ
リ
ブ
海
に
！
セ
ン
ト
レ
ア
に
ク

ル
ー
ズ
客
船
を
誘
致
し
て
日
本
初

の
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
空
港
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
中
部
国
際
空
港
と

常
滑
港
を
活
用
し
た
知
多
半
島
の

観
光
促
進
を
発
表
す
る
予
定
。
学

生
ら
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
、

平
成
30
年
12
月
26
日
に
中
部
国
際

空
港
（
愛
知
県
常
滑
市
）
を
は
じ

　「
世
に
役
立
つ
人
物
の
養
成
」

を
建
学
の
理
念
に
掲
げ
る
大
阪

商
業
大
学
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

は
、
起
業
教
育
の
一
環
と
し
て

高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
全
国

高
等
学
校 

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ

ア
甲
子
園
」
を
開
催
し
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
は
第
17
回
の
表
彰

式
が
執
り
行
わ
れ
、
7
5
9
1

件
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
受
賞
者

に
賞
状
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
同

甲
子
園
で
審
査
委
員
長
を
務
め

る
柴
田
孝
准
教
授
に
、
本
甲
子

園
の
概
況
や
同
大
の
起
業
に
対

す
る
意
識
な
ど
を
う
か
が
っ
た
。

最
終
審
査
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
P
R

展
示
資
料
に
足
を
止
め
、
学
生

の
話
に
耳
を
傾
け
る
来
場
者

コ
ー
ヒ
ー
の
試
飲
や
丸
山
い
つ
季
さ
ん

の
取
り
組
み
も
関
心
を
引
き
つ
け
た

医学・医療の情報を分かりやすく
メディカルイラストレーション作品展

川崎医療福祉大学
SCO同好会が準グランプリを受賞

就実大学・就実短期大学

あ
い
ち
学
生
観
光
ま
ち
づ
く
り
ア
ワ
ー
ド

知
多
半
島
の
観
光
振
興
に
着
目

椙
山
女
学
園
大
学

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー

学
生
が
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

流
通
科
学
大
学

現
地
調
査
や
議
論
を
重
ね
、
観

光
促
進
の
案
を
練
り
上
げ
る

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ

ー
ド
シ
ョ
ー
で
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
「〝
創
〞
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
、
日
本
の
豊
か
な
地
域
社
会

づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
展
示
を
披
露
。
三
日
間
で

8
万
8
4
1
2
人
が
来
場
し
、
盛

況
裡
に
終
わ
っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
甲
子
園

審
査
委
員
長 

柴
田 

孝 

准
教
授

大学生まちづくりチャレンジ事業

「
今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養

成
に
も
注
力
し
た
い
」と
話
す
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